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2 Xp-13(P)

ポスターセッション：環境

地球環境からみた湖沼の現状一太湖と琵琶湖一

　川端厚子（大阪信愛女学院短大）

目的　今や世界中では、ペットボトルに入れて売られている飲料水を買って飲んでいる時

代になってきた。上水道の水は、それほどに汚染されてきたのであろうか。ここに中国の

太湖と日本の琵琶湖の湖水と、その水が上水道を通って各家庭に供給された時の飲料水に

ついて水質試験を行い、水環境の現状と水道衛生の立場から比較検討を行った。

方法1994年7月に太湖と琵琶湖の湖水を採取し、併せて上水道の飲料水も取水して水質

試験を行った。水質試験の成分分析は、大阪府立公衆衛生研究所環境衛生課で行った。

結果水質試験の結果から太湖では藻臭とカビ臭の他に有機物等ｶﾍﾞ21.1mg/l検出され琵琶

湖での2.6ing/lを大きく上回っている。塩素イオンが太湖では、35.1mg/lであり水道水で

は50.5mg/lである。大阪の水道水では22.8mg/lである。硫酸イオンは、太湖で48.3fflg/lで

水道水では54.2mg/lである。琵琶湖では、16.7mg/lであり水道水では35.0nig/l力喉出され

ている。亜鉛をみると太湖では0.092ing/lであるが水道水では1.73mg/lという恐るべき数

値力喉出されている。大阪の水道水からは、O.OlOmg/l 力喉出されている。以上のような

結果から琵琶湖の湖水も少なから豹弓染されているが太湖の汚染は、最悪な状態である。

太湖の周辺の環境は、鉱山や化学工場があり、農場があり、家屋力聯立しており重金属類

の含まれた排水や農薬を含んだ排水が流入している。太湖は、広くて浅い湖であるから汚

染が進むのが速い。太湖の水は、上海、無錫、蘇州などの都市に配給される重要な水資源

である。今回の水質試験の結果からは、早急に水環境の保護に力を注ぎ、安心して飲むこ

とのできる美味しい水を守って行くように努力しなければいけないと思った。

2 Xp-14（P）　都市大気中二酸化炭素濃度への緑地（都市公園）樹林密度の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○坂本　友子（九州女短大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由比　顕之介（九州女大家政）

【目的】地球環境の悪化がいわれ、二酸化炭素濃度の増大と、地球の温暖化が問題視され

ている。二酸化炭素の発生についてはさまざまな対策が実施されているが、二酸化炭素を

吸収固定する技術の実用化は当面期待できない現状がある。
　二酸化炭素濃度の測定は山頂や大気上空のように都市から離れた場所で測定されており、

生活環境の二酸化炭素濃度の分布状態については測定例がない。昭和63年より九州北部の

都市における大気中の二酸化炭素濃度に関し、測定と変動要因の検討を続け、交通量、地

形、都市立地構造等を検討した。都市における緑地の面積の違いにより二酸化炭素濃度へ

の影響があることが分かった。
　今回、一定の都市公園面積における樹木の本数を調査し、その密度の違いによる二酸化

炭素濃度への影響について検討を行った。
【方法】Ａ　試料採取：面積が一定の都市公園（都市の中にある狭い緑地）の３地域の公

園の周辺と内部の各５点において、週１回2e.テトラパックに空気を採取した。

Ｂ　二酸化炭素濃度定量：採取空気中に水酸化バリウム液を10m≪注入し、試料中の二酸化

炭素を吸収させ、シュウ酸で滴定し二酸化炭素を定量･した。
【結果】同一面積の都市公園（狭い緑地）における二酸化炭素濃度は樹木の量によって大

きく影響されることが分かった。
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